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アルツハイマー病（AD）やパーキンソン病（PD）などの認知機能障害を伴う中枢性アミロイ

ド疾患や野生型アミロイドトランスサイレチン（ATTR）アミロイドーシスなどの全身性アミロ

イド疾患は、タンパク質の異常凝集体であるアミロイドが体内に異常蓄積して毒性を発現するこ

とによって惹起されると考えられる。37種類以上のアミロイド疾患が知られているが、その大部

分に対して有効な薬物治療法が存在しない。そのため、現状において多くの患者や家族が苦しん

でいるだけでなく、高齢化社会の進行に伴ってさらに甚大な社会的・経済的損失を引き起こすこ

とが明確に予測されている。アミロイド疾患は、21世紀前半において人類が取り組むべき最大の

疾患標的の一つであり、早期診断法の確立と相まって、その根治療法の創出は unmet medical 

needs の代表と言える。 

我々は、生体内で化学触媒が酵素に代わって生命維持に関連する反応を促進し、生命の反応相

を直接標的とした生命現象操作技術や創薬概念（触媒医療）を創成することを目指して研究を行

っている。その過程で、光刺激によりアミロイドを動物体内で選択的に酸素化・分解する化学触

媒を開発した [1]。アルツハイマー病モデルマウス脳内で凝集アミロイド（A）を化学触媒に

より酸素化することで、脳内 Aが有意に減少することを見い出し、これがミクログリア細胞に

よる酸素化 A選択的な貪食作用によるものであることを明らかとした [2]。 

本発表では、Aに対する光酸素化触媒の開発過程と光酸素化触媒のトランスサイレチンへの

応用について議論する。 
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